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書
評

米
国
の
日
本
近
世
史
研
究
で
は
従
来
、
京
、
大
坂
、
江
戸
の
三
都

の
研
究
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
の
教
授
の
著
し
た
本

醤
は
、
と
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
地
方
の
近
世
城
下
町

に
つ
い
て
、
英
文
で
初
め
て
扱
っ
た
著
作
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
本
書
の
構
成
に
従
っ
て
記
述
内
容
を
紹
介
し
、

本
書
構
成
の
基
軸
と
な
る
も
の
及
び
主
張
点
に
関
し
て
、
私
な
り
の

理
解
を
述
べ
て
ゆ
き
た
い
。
た
だ
し
本
瞥
が
用
い
る
歴
史
的
事
象
に

つ
い
て
は
、
主
に
は
田
中
喜
男
氏
の
著
作
等
で
知
ら
れ
る
研
究
蓄
秋

の
利
用
も
多
く
、
こ
こ
で
は
改
め
て
詳
細
は
記
さ
ず
に
、
ど
の
よ
う

な
事
象
を
と
り
上
げ
て
、
ど
の
よ
う
な
結
論
を
導
い
て
い
る
か
を
示

す
に
留
め
て
お
き
た
い
。

本
譜
の
櫛
成
は
Ｉ
か
ら
Ⅳ
で
成
り
、
Ｉ
で
中
世
末
か
ら
近
世
に
か

け
て
の
、
全
国
再
統
一
の
状
況
と
利
家
の
金
沢
入
城
迄
を
概
説
的
に

『
大
シ
ｚ
垂
凶
ヱ
ミ
ン
酔
万
の
の
く
の
．
厨
の
．
芽
，
○
の
．
Ｅ
呈

し
“
ロ
⑧
．
の
い
の
○
ｍ
牌
一
の
『
ｏ
毛
．
』
巳
曾
ゴ
の
⑩
ｒ
三
．
○
一
里
．

番
評

描
き
、
Ⅲ
か
ら
Ⅳ
は
時
期
を
区
切
っ
て
、
近
世
前
半
期
に
お
け
る
金

沢
の
性
格
を
検
討
し
て
ゆ
く
。
Ⅲ
は
一
五
八
三
（
天
正
一
二
年
利

家
の
金
沢
入
城
か
ら
一
六
三
○
（
寛
永
七
）
年
、
Ⅲ
は
一
六
三
○
年

か
ら
一
六
七
○
（
寛
文
一
○
）
年
、
Ⅳ
は
一
六
七
○
年
か
ら
一
七
○

○
（
元
禄
一
三
）
年
を
扱
う
。
各
期
に
お
い
て
、
町
形
成
計
画
・
町

地
利
用
形
態
（
１
）
、
経
済
活
動
（
２
）
、
町
政
機
構
（
３
）
、
文

化
状
況
（
４
）
を
と
り
上
げ
て
、
そ
の
特
徴
を
述
べ
て
い
る
。
各
々

に
つ
い
て
記
号
を
付
し
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
は
説
明
の
便
宜
上
、

（
）
内
に
記
し
た
数
字
記
号
を
該
当
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
い
。

「
Ⅲ
、
形
成
期
」
の
「
初
期
の
町
空
間
利
用
」
（
１
）
で
は
、
前

田
氏
入
城
後
の
城
郭
・
堀
建
設
、
家
臣
屋
敷
・
寺
院
の
配
置
に
つ
い

て
、
ま
た
一
六
二
五
（
元
和
二
）
年
か
ら
み
ら
れ
る
町
形
成
の
様
子

を
述
べ
る
。
藩
は
防
衛
的
配
慮
を
中
心
と
し
つ
つ
も
、
犀
川
改
修
を

中
野
節
子

三
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は
じ
め
と
し
て
町
人
誘
致
策
を
と
り
、
町
人
自
身
に
は
あ
る
程
度
の

居
住
地
選
択
権
が
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。
「
経
済
発
展
と
町
人
階
級
」

（
２
）
は
、
御
用
町
人
に
つ
い
て
は
藩
主
と
の
関
係
を
、
一
般
町
人

に
つ
い
て
は
、
彼
ら
の
営
業
が
居
住
町
人
の
需
要
に
基
づ
く
と
の
推

測
を
述
べ
る
。
武
士
の
町
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
一
般
町
人
の
生
活

の
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
。
「
形
成
期
の
町
政
」
（
３
）

で
は
、
こ
の
時
期
の
主
な
町
政
対
象
は
武
士
に
あ
っ
た
と
し
つ
つ
も
、

町
人
統
制
に
つ
い
て
は
、
町
肝
煎
’
十
人
組
制
度
、
問
屋
制
の
始
原

等
を
述
べ
、
未
整
備
な
が
ら
も
町
政
の
町
人
依
頼
を
指
摘
す
る
。
ま

た
、
武
士
・
町
人
間
の
売
買
行
為
に
関
し
、
町
人
利
潤
の
法
的
保
障

が
な
さ
れ
た
と
す
る
。
「
活
気
あ
る
町
の
社
会
生
活
」
（
４
）
で
は
、

藩
主
及
び
武
士
・
町
人
階
級
が
共
に
、
歌
舞
伎
ほ
か
遊
芸
・
文
芸
に

興
じ
た
姿
を
描
く
。

「
Ⅲ
、
確
立
期
」
は
、
こ
の
後
一
九
世
紀
に
入
る
迄
安
定
を
維
持

し
え
た
と
す
る
体
制
の
確
立
に
つ
い
て
述
べ
る
。
「
町
計
画
の
新
動

向
と
発
展
の
形
態
」
（
１
）
で
、
下
級
家
臣
、
陪
臣
に
迄
及
ぶ
家
臣

の
宅
地
政
策
を
と
り
上
げ
、
こ
れ
を
藩
主
権
限
強
化
の
現
わ
れ
と
み

る
。
一
方
町
人
地
に
つ
い
て
は
、
濤
に
よ
る
強
制
移
動
が
実
施
さ
れ

だ
が
、
そ
の
代
涛
地
は
商
蕊
上
の
良
地
で
、
移
釣
も
斑
距
離
の
も
の

醗
平
ｉ
３

が
多
く
、
町
人
へ
の
配
臘
を
欠
い
て
い
な
い
と
す
る
。
寛
永
期
の
二

大
火
災
を
契
機
と
し
た
こ
れ
ら
町
形
成
政
策
は
、
身
分
別
居
住
が
主

軸
で
あ
っ
た
と
し
、
先
行
期
と
の
違
い
を
み
て
い
る
。
た
だ
し
、
相

対
謂
地
を
代
表
と
し
て
武
士
・
町
人
混
在
地
も
現
出
し
、
必
ず
し
も

領
主
の
理
念
が
十
分
に
実
現
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
す
る
。

「
官
僚
的
町
政
機
構
の
発
展
」
（
３
）
は
、
全
国
的
に
参
勤
交
替

制
実
施
後
に
官
僚
的
支
配
が
強
ま
る
が
、
金
沢
で
も
滞
側
の
寄
合
衆

ｌ
町
奉
行
と
、
町
の
自
治
的
要
素
を
含
む
町
年
寄
１
町
肝
煎
’
十
人

組
の
両
体
制
が
結
合
し
、
町
政
機
構
が
整
っ
た
と
述
べ
る
。
一
方
、

対
町
人
法
令
が
整
備
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
武
士
と
の
身
分
差
を
強
調
し

た
生
活
規
範
、
経
済
活
動
へ
の
関
与
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
支
配
体
制
は
従
来
専
制
的
な
も
の
と
さ
れ
て
き
た
が
、
法
と
先

例
が
政
治
を
決
定
す
る
法
治
体
制
で
あ
り
、
そ
の
厳
し
い
法
治
主
義

か
ら
武
士
階
級
自
体
も
自
由
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
儒
教
の
思

想
的
影
響
で
、
単
な
る
専
制
と
は
言
え
な
い
と
す
る
。

「
経
済
活
動
の
新
動
向
と
商
人
階
級
」
（
２
）
で
は
、
賃
銀
、

問
屋
・
小
売
人
関
係
、
頼
母
子
等
の
経
済
活
動
関
連
の
法
令
に
つ
い

て
述
べ
、
そ
れ
ら
に
み
え
る
藩
の
商
活
勁
保
謹
の
面
に
注
目
す
る
。

ま
た
、
武
士
、
町
人
の
具
体
的
な
経
済
生
活
を
、
各
々
、
上
概
、
中
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級
、
下
級
及
び
奉
公
人
、
日
雇
と
階
層
別
に
み
て
、
各
消
費
活
動
に

差
異
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
居
住
町
人
の
需
要
の
存
在
を
指

摘
し
て
い
る
。
「
町
文
化
の
落
ち
着
き
」
（
４
）
で
は
、
器
の
秩
序

強
化
と
共
に
町
人
の
嗜
好
変
化
に
よ
り
、
第
Ⅲ
期
を
特
徴
づ
け
た
諸

文
化
が
退
潮
し
、
替
っ
て
身
分
別
に
種
々
の
年
間
行
事
が
定
荊
し
た

こ
と
を
示
す
。

最
後
、
「
Ⅳ
、
終
息
期
」
の
「
外
観
的
町
成
長
の
沈
静
と
政
治
権

限
の
般
終
的
拡
大
」
（
１
．
３
）
で
は
、
一
七
世
紀
以
降
の
人
口
停

滞
を
述
べ
、
藩
の
意
図
と
共
に
、
居
住
町
人
が
自
ら
の
利
益
確
保
の

た
め
に
人
口
流
入
を
押
し
留
め
た
と
す
る
。
ま
た
町
政
に
つ
い
て
は
、

非
人
小
屋
政
策
、
被
差
別
民
政
策
を
特
徴
的
な
も
の
と
し
、
こ
れ
ら

最
下
層
へ
も
統
制
が
及
ん
だ
と
す
る
。
「
新
興
町
人
の
拾
頭
」
（
２
）

は
、
延
宝
・
天
和
期
の
問
屋
制
拡
大
を
と
り
上
げ
る
。
問
屋
制
は
藩

と
商
人
の
一
種
の
同
盟
関
係
と
言
え
る
も
の
で
、
独
占
権
を
保
証
さ

れ
た
商
人
は
富
を
蓄
え
る
が
、
彼
ら
は
御
用
町
人
に
替
る
新
興
町
人

で
あ
っ
た
と
す
る
。
「
多
彩
な
都
市
文
化
」
（
４
）
は
、
同
時
代
の

大
都
市
文
化
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
も
の
の
、
一
般
町
人
は
日
常

的
に
、
祭
・
風
俗
営
業
の
場
に
お
い
て
、
ま
た
曲
芸
、
漫
才
ほ
か
大

衆
芸
能
や
旅
行
な
ど
、
多
様
な
歓
楽
の
機
会
を
も
ち
、
藩
主
綱
紀
の

番
評

文
化
活
動
と
は
異
っ
た
、
独
自
な
文
化
を
も
ち
え
た
と
述
べ
る
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
構
成
の
下
に
述
べ
ら
れ
る
著
者
の
主
張
は
、

金
沢
に
お
け
る
居
住
町
人
の
存
在
形
態
を
示
す
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ

が
、
そ
の
際
の
藩
眼
点
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
領

主
に
よ
る
一
定
の
規
制
下
に
あ
る
も
の
の
、
彼
ら
の
経
済
活
動
上
の

権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
二
つ
に
は
や
は
り
領
主
支
配
下
で

は
あ
る
が
、
自
由
な
生
活
の
場
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
主

に
は
両
者
の
結
果
と
し
て
、
町
人
独
自
の
文
化
を
形
成
し
た
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
主
張
点
が
ど
の
よ
う
に
織
成
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
理

解
は
本
書
を
読
み
尽
く
す
し
か
な
い
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
典
型
的
と

考
え
ら
れ
る
部
分
を
、
先
き
の
紹
介
部
分
も
含
め
て
述
べ
て
お
こ
う
。

町
形
成
計
画
・
町
地
利
用
形
態
（
１
）
は
、
経
済
活
動
上
の
権
利
、

生
活
の
場
形
成
の
両
者
に
ま
た
が
っ
て
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
第
Ｈ

期
に
お
い
て
は
、
犀
川
改
修
を
町
人
誘
致
策
一
環
と
し
て
の
町
人
居

住
地
造
成
と
把
え
る
ほ
か
、
職
人
の
集
居
、
商
人
の
北
陸
道
両
側
沿

い
散
居
を
、
各
々
営
業
上
の
理
由
に
よ
る
自
発
的
な
も
の
と
す
る
。

更
に
安
江
町
等
、
商
業
中
核
町
は
町
人
に
よ
る
形
成
と
推
定
し
て
い

る
（
Ⅱ
１
１
）
。
ま
た
、
第
Ⅲ
期
に
実
施
さ
れ
た
町
人
地
の
強
制
移
動

四
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は
町
人
へ
の
配
慮
を
欠
い
て
い
な
い
と
し
（
Ⅲ
１
１
）
、
第
Ⅱ
期
同

様
、
御
用
町
人
ば
か
り
で
な
く
一
般
町
人
で
も
居
住
地
選
択
権
が
あ

っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。

経
済
活
動
上
の
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
組
織
に
つ
い
て
、
初
期
の
御
用
職
人
、
魚
問
屋
か
ら
、
延
宝
・
天

和
期
の
各
種
問
屋
が
同
業
者
間
の
利
便
に
基
づ
く
自
治
的
な
も
の
と

性
格
づ
け
る
（
Ⅱ
１
２
、
Ⅳ
１
２
）
。
ま
た
、
滞
の
商
業
関
連
法
令
で

は
、
売
買
・
伏
務
関
係
で
商
人
側
の
権
利
が
保
証
さ
れ
て
い
る
点
を

注
目
す
る
（
Ⅱ
１
３
、
Ⅲ
１
２
）
。

自
由
な
生
活
の
場
の
形
成
と
い
う
点
で
は
、
町
人
側
で
町
政
機
櫛

に
加
わ
る
町
肝
煎
’
十
人
組
が
、
官
鰯
下
町
人
の
居
住
・
相
続
問
題
、

日
常
的
な
係
争
処
理
に
権
限
を
も
つ
点
（
Ⅲ
１
３
）
、
防
災
、
防
犯

等
公
共
的
行
為
の
町
人
依
存
（
Ⅲ
１
２
）
等
を
、
町
人
自
治
の
観
点

で
把
え
る
。
更
に
衣
類
を
は
じ
め
風
俗
営
業
等
に
関
し
て
対
町
人
生

活
規
範
法
令
が
出
さ
れ
る
が
、
遵
守
さ
れ
ぬ
点
も
あ
り
、
ま
た
器
は

そ
れ
に
対
し
て
、
法
令
徹
底
を
行
い
え
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る

（
Ⅲ
１
２
、
Ⅳ
１
３
）
。
町
人
の
状
況
を
総
体
的
に
示
す
も
の
と
し
て

町
人
文
化
が
描
か
れ
る
が
（
Ⅱ
．
Ⅲ
．
Ⅳ
１
４
）
、
特
に
蕊
Ⅳ
期
に

お
い
て
そ
の
独
筒
性
が
強
襲
さ
れ
て
い
る
。

排

評

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
、
フ
な
町
人
の
存
在
形
態
を
認
め
る
領
主
の

質
に
つ
い
て
、
著
者
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
へ
そ
の
点

は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
ず
、
領
主
自
身

が
経
済
上
市
場
を
必
要
と
し
て
い
た
等
か
ら
、
抑
商
政
策
も
み
え
る

も
の
の
、
基
本
的
に
は
商
人
保
護
を
基
本
と
し
て
い
た
と
す
る
（
Ⅱ

１
２
、
Ⅳ
前
蒋
部
分
、
結
語
）
。
ま
た
、
そ
の
支
配
は
専
制
的
、
独
裁

的
な
も
の
で
は
な
く
、
先
述
し
た
よ
う
に
法
治
的
で
偲
教
の
影
押
を

受
け
た
官
僚
制
的
な
も
の
と
し
て
い
る
。
更
に
、
町
形
成
及
び
対
町

人
法
令
に
お
い
て
、
領
主
理
念
が
徹
底
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、

専
制
的
と
は
言
え
な
い
と
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
展
開
の
中
で
疑
問
に
感
じ
ら
れ
た
の
は
、
町
形
成

に
当
っ
て
一
般
町
人
も
含
め
た
能
勁
的
参
加
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
推
測
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
飛
要
な
柱
と
な
る

部
分
で
あ
る
だ
け
に
、
実
証
性
が
求
め
ら
れ
た
。

さ
て
、
著
者
の
金
沢
研
究
は
、
視
野
を
広
げ
て
世
界
史
的
に
日
本

の
近
世
都
市
を
位
祇
付
け
よ
う
と
す
る
意
図
を
も
っ
て
い
る
。
本
禅

で
は
、
・
ル
ィ
一
四
世
治
政
下
の
パ
リ
及
び
ピ
ー
タ
ー
大
帝
の
ペ
テ
ル

プ
ル
ク
と
の
比
較
を
試
み
て
い
る
。
一
昔
者
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
三
つ

の
都
市
に
つ
い
て
は
従
来
、
共
に
心
制
政
病
下
に
あ
り
嘩
制
君
主
り

四
二



意
図
通
り
の
町
造
り
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
、
ま
た
専
制
者
の
文
化
事

業
が
主
に
と
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
．
し
か
し
金
沢
で
み
た
よ
う
に
、

町
住
民
は
町
政
に
自
治
的
に
参
画
し
、
彼
ら
独
自
の
文
化
を
生
み
出

す
に
至
っ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
他
の
二
都
市
も
共
通
し
て
い
る
と

い
う
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
点
を
、
近
代
に
先
行
す
る
社
会
に
お
い
て

は
、
国
・
文
化
の
違
い
を
越
え
共
通
し
て
市
民
階
級
の
勃
興
が
み
ら

れは
る、
、ー

以
上
の
よ
う
に
、
著
者
が
金
沢
を
分
析
し
歴
史
的
に
性
格
づ
け
る

際
の
基
準
と
な
る
も
の
は
、
政
治
機
椴
・
法
令
と
い
っ
た
制
度
及
び

文
化
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
諸
現
象
の
機
能
に
よ
っ
て

歴
史
を
規
定
し
て
ゆ
く
方
法
論
に
つ
い
て
は
、
西
欧
及
び
ア
メ
リ
カ

の
歴
史
学
の
あ
り
方
と
関
連
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
語

る
こ
と
は
私
の
能
力
を
越
え
る
。
既
成
の
日
本
史
研
究
の
枠
を
離
れ

て
、
別
の
分
析
視
角
を
と
る
場
合
、
近
世
の
金
沢
は
ど
の
よ
う
に
把

え
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
よ
う
な
読
み
方
を
す
る
な
ら
ば
、
本
書
は
興

え
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
よ
亘

味
あ
る
著
述
と
い
え
よ
う
。

と
の
見
方
で
ま
と
め
て
い
る
。

替
評 索
鱸
誰
騨
龍
囎
熊
雲
圃
：
）
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